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抗エンセファリトゾーン IgM及び 

IgG抗体陽性率と経時変化
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要 約

神経症状または眼症状・病変を呈し，動物病院に来院したウサギ 75例について，抗エンセファリトゾーン IgM抗体，
IgG抗体を間接蛍光抗体法にて測定し，うち 27例は抗体価を複数回測定した．75例のうち，40.0％（30/75例）が
IgM抗体陽性，89.3％（67/75例）が IgG抗体陽性であった．IgM抗体陽性の症例はすべて IgG抗体陽性であり，
IgM抗体陽性かつ IgG抗体陰性の症例はみられなかった．複数回測定した 27例のうち，66.7％（18/27例）で抗体価
の変化が認められ，37.0％（10/27例）で症状の改善が認められた．複数回の IgM及び IgG抗体測定は，免疫状態の
把握に有用であると考えられたが，抗体価の変化と症状との間に明確な関連はみられなかった．
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